
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て

〜
広
島
中
部
台
地（
世
羅
台
地
）の
今

広
島
県
の
世
羅
と
い
う
地
名
を
聞
け
ば
、
駅
伝
の
強
豪

広
島
県
立
世
羅
高
校
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
世
羅
高
校
の
男
子
陸
上
部
は
、
過
去
七
二
回
の
全

国
高
校
駅
伝
大
会
に
お
い
て
全
国
最
多
の
一
一
回
優
勝
を

誇
り
、
女
子
陸
上
部
も
全
国
高
校
女
子
駅
伝
大
会
で
過
去

二
回
優
勝
を
遂
げ
て
い
る
。

そ
の
世
羅
地
域
に
は
も
う
一
つ
、
全
国
に
誇
る
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
は
農
業
の
六
次
産
業
化
、
と
り
わ
け
観
光
農

業
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前（
平
成
二
十
七
年
〜
令
和
元
年
）

に
は
年
間
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
、
季
節

ご
と
に
次
々
と
咲
き
誇
る
花
を
観
賞
し
、
採
れ
た
て
新
鮮

野
菜
や
手
作
り
の
農
産
加
工
品
を
買
い
求
め
る
。
典
型
的

な
中
山
間
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
農
園
の

多
く
は
数
十
ha
の
規
模
を
誇
り
、
農
園
や
関
係

事
業
者
で
構
成
す
る
「
世
羅
高
原
六
次
産
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
中
心
に
様
々
な
地
域
振
興

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
。
前
述
の
世
羅
高
校
の

農
業
経
営
科
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
員

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
姿
の
背
景
に
は
、
昭
和

五
十
二
年
か
ら
二
一
年
の
歳
月
と
三
一
八
億

円
の
事
業
費
を
投
じ
て
行
わ
れ
た
国
営
広
島

中
部
台
地
開
拓
建
設
事
業
に
よ
っ
て
造
成
さ

れ
た
農
地
三
五
七
ha
と
二
か
所
の
ダ
ム
を
含

む
灌
漑
施
設
が
あ
る
。
終
戦
後
か
ら
一
貫
し
て

農
業
に
よ
る
地
域
振
興
の
夢
を
追
い
続
け
た

世
羅
台
地
の
人
々
の
足
跡
を
紹
介
す
る
。

夢
の
世
羅
台
地

│
目
谷
ダ
ム
・
京
丸
ダ
ム
│

株
式
会
社
フ
ジ
タ

常
務
理
事　
　

田
野
井

雅
彦

京丸ダム 目谷ダム

● 45土地改良　318号　2022.7



夢
の
礎
〜
地
域
概
況

広
島
中
部
台
地
地
区
は
広
島
県
中
央
か
ら
や
や
東
寄
り

に
位
置
し
、
受
益
地
は
世
羅
郡
世
羅
町
（
旧
甲
山
町
、
旧

世
羅
町
、
旧
世
羅
西
町
）
及
び
三
原
市
（
旧
賀
茂
郡
大
和

町
、
旧
御
調
郡
久
井
町
）
の
一
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

同
地
区
一
帯
は
、
通
称
「
世
羅
台
地
」
と
呼
ば
れ
る
標
高

三
〇
〇
〜
五
〇
〇
m
の
小
起
伏
山
地
で
あ
り
、
瀬
戸
内
海

に
流
れ
る
芦
田
川
水
系
及
び
沼
田
川
水
系
と
日
本
海
に
流

れ
る
江
の
川
水
系
の
ち
ょ
う
ど
分
水
嶺
に
位
置
す
る
。
年

平
均
気
温
は
一
三
℃
と
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
の
広
島
市
と

比
べ
る
と
三
℃
ほ
ど
低
く
、
特
に
朝
夕
の
気
温
が
低
い
。

年
間
降
水
量
は
約
一
、五
〇
〇
㎜
で
あ
る
。

世
羅
台
地
は
古
く
か
ら
瀬
戸
内
と
出
雲
を
結
ぶ
交
通
の

要
所
と
し
て
栄
え
、
大
化
の
改
新
（
六
四
五
年
）
の
際
に

は
す
で
に
「
世
羅
郡
」
が
設
置
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
一

帯
は
大お

お

田た
の
し
ょ
う
庄
と
呼
ば
れ
、
平
安
時
代
末
期
に
は
平
清
盛
の

五
男
平
重
衡
の
荘
園
と
な
り
、
後
白
河
法
皇
の
所
領
を
経

て
、
平
氏
滅
亡
後
の
一
一
八
六
年
に
は
平
氏
一
族
供
養
の

財
源
と
し
て
高
野
山
に
寄
進
さ
れ
た
。
高
野
山
領
当
時
の

耕
地
は
六
一
三
町
余
と
伝
え
ら
れ
、
古
く
か
ら
優
良
な
農

業
地
帯
で
あ
っ
た
。
今
も
世
羅
町
に
残
る
今い

ま

高こ
う
や
さ
ん

野
山
龍り
ゅ
う
げ華

寺じ

に
は
総
領
所
代
が
置
か
れ
、
数
多
く
の
役
僧
が
年
貢
米

の
取
り
立
て
や
荘
園
の
管
理
に
携
わ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
長
年
に
わ
た
っ
て
穀
倉
地
帯
と
し
て
栄
え

た
世
羅
台
地
も
、
昭
和
三
十
六
年
農
業
基
本
法
制
定
以
降

の
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
き
な
決
断
を
迫

ら
れ
た
。
狭
小
か
つ
傾
斜
地
の
水
田
、
戸
当
た
り
一
ha
程

度
の
零
細
経
営
と
い
う
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
産
業
立
地

条
件
か
ら
見
て
引
き
続
き
農
業
を
基
幹
と
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
判
断
し
た
地
域
の
行
政
と
農
家
は
、
昭
和
三
十
八
年

か
ら
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
や
県
営
農
地
開
発
事
業

を
実
施
し
て
、
果
樹
、
茶
、
飼
料
作
物
を
主
作
物
と
し
、

中
に
は
圃
場
面
積
が
三
〇
ha
を
超
え
る
新
た
な
農
業
経
営

を
導
入
し
た
。
こ
こ
で
は
、
参
加
農
家
に
よ
っ
て
農
事
組

合
法
人
を
組
織
す
る
協
業
経
営
を
基
本
と
し
た
先
駆
的
な

取
組
み
が
行
わ
れ
た
。
ま
さ
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
達
に
よ

る
英
断
と
努
力
の
賜
物
と
言
え
よ
う
。

夢
へ
の
紆
余
曲
折
〜
国
営
農
地
開
発
事
業

こ
う
し
て
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
も
農
業
に
活
路

を
見
出
そ
う
と
し
た
世
羅
町
他
旧
五
町
は
、
昭
和
四
十
六

年
に
国
に
対
し
て
農
地
開
発
基
本
計
画
樹
立
申
請
を
行
い
、

昭
和
五
十
二
年
に
は
国
営
広
島
中
部
台
地
開
拓
建
設
事
業

が
着
工
し
た
。
当
初
同
地
区
で
は
、
六
一
〇
ha
の
農
地
造

成
と
目
谷
ダ
ム
・
京
丸
ダ
ム
を
含
む
畑
地
灌
漑
施
設
の
整

備
が
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
地
区
で
は
、
協
業
経
営
に

よ
る
大
規
模
で
生
産
性
が
高
く
、
定
期
的
な
休
日
や
安
定

的
な
収
入
が
確
保
で
き
る
ゆ
と
り
あ
る
農
業
の
展
開
を
目

指
し
て
、
一
団
地
一
法
人
に
よ
る
営
農
を
原
則
と
し
、
広

島
県
農
業
開
発
公
社
（
当
時
）
が
山
林
原
野
を
一
括
取
得

し
て
農
地
造
成
後
に
農
業
生
産
法
人
へ
売
り
渡
す
い
わ
ゆ

る
「
広
島
方
式
」
が
採
用
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
三
年
に
は
早
く
も
開
発
農
地
へ
の
入
植
が
開

始
さ
れ
、
前
記
の
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
等
で
入
植
し
た

経
営
体
に
よ
る
梨
の
観
光
農
園
の
成
功
を
前
例
と
し
て
、

各
農
園
の
創
意
に
よ
り
果
樹
、
花
な
ど
の
栽
培
が
取
り
組

ま
れ
た
。
し
か
し
、
国
営
事
業
の
長
期
化
と
と
も
に
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
も
加
わ
り
、
平
成
に
入
る
と
当
初
予
定

し
て
い
た
地
元
か
ら
の
入
植
者
が
途
絶
え
、
そ
の
後
の
見

通
し
も
立
た
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
平
成
三
年
に
は
第
一

回
計
画
変
更
に
よ
り
農
地
造
成
面
積
を
五
八
〇
ha
（
う
ち

灌
漑
受
益
四
八
八
ha
）
に
削
減
し
、
入
植
者
に
つ
い
て
も

広島中部台地地区

広島中部台地地区位置図
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平
成
五
年
度
か
ら
全
国
的
に
募
集
す
る
に

至
っ
た
が
、
事
態
の
好
転
は
見
ら
れ
ず
、
つ

い
に
地
元
の
要
望
も
あ
っ
て
、
農
地
造
成
面

積
を
三
五
七
ha
（
う
ち
灌
漑
受
益
二
八
八

ha
）
に
縮
小
し
て
平
成
九
年
度
末
を
も
っ
て

国
営
事
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
第
二
回
計
画
変
更
で
問
題
と
な
っ
た

の
が
、
受
益
面
積
の
縮
小
に
よ
り
、
既
に
完

成
し
て
い
た
目
谷
ダ
ム
及
び
施
工
中
の
京
丸

ダ
ム
が
生
み
出
す
用
水
に
余
剰
が
発
生
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
広
島
県
及
び
地
元
関
係
町

で
は
他
事
業
へ
の
用
水
転
用
等
を
検
討
す
る

一
方
、
平
成
六
年
に
発
生
し
た
大
干
ば
つ
も

あ
り
、
地
元
農
家
か
ら
周
辺
既
耕
地
へ
の
補

給
水
と
し
て
余
剰
水
利
用
の
要
望
が
出
さ
れ

た
。
最
終
的
に
は
、
用
水
施
設
に
隣
接
す
る

既
耕
地
二
一
三
ha
（
水
田
一
一
三
ha
、
樹
園

地
一
〇
〇
ha
）
が
附
帯
土
地
改
良
工
事
地
区

と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
目
谷
ダ
ム

周
辺
地
域
は
台
地
か
つ
分
水
嶺
に
位
置
す
る

と
い
う
地
形
条
件
の
た
め
、
安
定
的
な
上
水

の
水
源
確
保
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
地
元
か
ら
目
谷
ダ
ム
で
確
保
さ
れ
る
農

業
用
水
に
つ
い
て
上
水
転
用
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。
平
成
十
年
三
月
の
国
営
事
業
完
了
後

も
広
島
県
と
国
に
よ
る
検
討
と
調
整
が
続
け

ら
れ
、
平
成
十
八
年
二
月
に
中
国
四
国
農
政

局
長
と
広
島
県
知
事
、
三
次
市
長
及
び
世
羅

町
長
と
の
間
で
、
上
水
転
用
に
関
し
て
「
国

京丸ダム標準断面図

目谷ダム標準断面図

営
広
島
中
部
台
地
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た

土
地
改
良
財
産
の
共
有
持
分
付
与
に
関
す
る
協
定
書
」
が

交
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
目
谷
ダ
ム
の
持
分
財
産
割

合
は
農
林
水
産
省
九
五
・
六
六
％
、
広
島
県
〇
・
一
九
％
、

三
次
市
〇
・
六
四
％
及
び
世
羅
町
三
・
五
一
％
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
、国
営
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
ダ
ム
の
設
計
・

施
工
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
。

目
谷
ダ
ム
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
一
級
河

川
江
の
川
水
系
馬
洗
川
支
流
黒
渕
川
に
建

設
さ
れ
た
総
貯
水
量
一
、三
〇
八
千
㎥
、

有
効
貯
水
量
一
、一
八
六
千
㎥
の
中
心
遮

水
ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ
る
。

堤
高
四
九
・
七
m
、
堤
長
二
五
〇
m
で
、

灌
漑
期
に
は
最
大
〇
・
二
六
六
㎥
/s
（
第

二
回
変
更
計
画
）
の
農
業
用
水
を
供
給
す

る
。
昭
和
五
十
六
年
二
月
か
ら
同
六
十
年

十
月
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、
工
事
費
は
約

五
七
億
円
で
あ
る
。
基
礎
地
盤
は
花
崗
岩

を
主
体
と
し
た
比
較
的
堅
固
な
岩
盤
で

あ
っ
た
が
、
ダ
ム
敷
右
岸
中
腹
部
に
は
広

範
囲
に
透
水
係
数
が
大
き
い
個
所
が
認
め

ら
れ
、
ま
た
貫
入
岩
が
池
敷
に
通
じ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
漏
水
等
の
懸
念

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
完
成
後
の
管
理

に
万
全
を
期
す
た
め
に
基
礎
岩
盤
内
に
カ

ル
バ
ー
ト
形
式
の
監
査
廊
が
設
置
さ
れ
た
。

堤
体
施
工
に
お
い
て
は
、
当
初
ゾ
ー
ン
Ⅰ

の
盛
立
材
料
と
し
て
風
化
花
崗
岩
の
マ
サ

土
と
崖
錐
（
二
次
堆
積
物
）
の
混
合
材
を

予
定
し
て
い
た
が
、崖
錐
の
賦
存
量
が
少
な
く
、ま
た
ゾ
ー

ン
Ⅱ
用
の
マ
サ
土
は
所
定
の
透
水
係
数
が
確
保
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
全
体
の
土
量
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め

に
ゾ
ー
ン
Ⅰ
用
の
マ
サ
土
（
細
粒
）
と
ゾ
ー
ン
Ⅱ
用
の
マ

サ
土
（
粗
粒
）
の
混
合
材
を
両
ゾ
ー
ン
に
使
用
す
る
こ
と

と
し
、
実
質
的
に
コ
ア
ゾ
ー
ン
が
ゾ
ー
ン
Ⅱ
に
ま
で
拡
が

る
結
果
と
な
っ
た
。

京
丸
ダ
ム
は
、
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
一
級
河
川
芦
田
川
水

系
京
丸
川
に
建
設
さ
れ
た
総
貯
水
量
四
九
九
千
㎥
、
有
効

貯
水
量
四
三
二
千
㎥
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ

る
。
堤
高
二
五
・
五
m
、
堤
長
一
一
七
m
で
、
灌
漑
期
に

は
最
大
〇
・
〇
九
九
㎥
/
s
（
第
二
回
変
更
計
画
）
の
農京丸ダム堤体施工状況

目谷ダム築堤状況
出典：「広島中部台地　開拓の歩み」中国四国農政局広島中部台地開拓建設事業所（平成 9年10月）
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平
成
五
年
度
か
ら
全
国
的
に
募
集
す
る
に

至
っ
た
が
、
事
態
の
好
転
は
見
ら
れ
ず
、
つ

い
に
地
元
の
要
望
も
あ
っ
て
、
農
地
造
成
面

積
を
三
五
七
ha
（
う
ち
灌
漑
受
益
二
八
八

ha
）
に
縮
小
し
て
平
成
九
年
度
末
を
も
っ
て

国
営
事
業
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
第
二
回
計
画
変
更
で
問
題
と
な
っ
た

の
が
、
受
益
面
積
の
縮
小
に
よ
り
、
既
に
完

成
し
て
い
た
目
谷
ダ
ム
及
び
施
工
中
の
京
丸

ダ
ム
が
生
み
出
す
用
水
に
余
剰
が
発
生
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
広
島
県
及
び
地
元
関
係
町

で
は
他
事
業
へ
の
用
水
転
用
等
を
検
討
す
る

一
方
、
平
成
六
年
に
発
生
し
た
大
干
ば
つ
も

あ
り
、
地
元
農
家
か
ら
周
辺
既
耕
地
へ
の
補

給
水
と
し
て
余
剰
水
利
用
の
要
望
が
出
さ
れ

た
。
最
終
的
に
は
、
用
水
施
設
に
隣
接
す
る

既
耕
地
二
一
三
ha
（
水
田
一
一
三
ha
、
樹
園

地
一
〇
〇
ha
）
が
附
帯
土
地
改
良
工
事
地
区

と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
目
谷
ダ
ム

周
辺
地
域
は
台
地
か
つ
分
水
嶺
に
位
置
す
る

と
い
う
地
形
条
件
の
た
め
、
安
定
的
な
上
水

の
水
源
確
保
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
か

ら
、
地
元
か
ら
目
谷
ダ
ム
で
確
保
さ
れ
る
農

業
用
水
に
つ
い
て
上
水
転
用
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。
平
成
十
年
三
月
の
国
営
事
業
完
了
後

も
広
島
県
と
国
に
よ
る
検
討
と
調
整
が
続
け

ら
れ
、
平
成
十
八
年
二
月
に
中
国
四
国
農
政

局
長
と
広
島
県
知
事
、
三
次
市
長
及
び
世
羅

町
長
と
の
間
で
、
上
水
転
用
に
関
し
て
「
国

京丸ダム標準断面図

目谷ダム標準断面図

営
広
島
中
部
台
地
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た

土
地
改
良
財
産
の
共
有
持
分
付
与
に
関
す
る
協
定
書
」
が

交
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
目
谷
ダ
ム
の
持
分
財
産
割

合
は
農
林
水
産
省
九
五
・
六
六
％
、
広
島
県
〇
・
一
九
％
、

三
次
市
〇
・
六
四
％
及
び
世
羅
町
三
・
五
一
％
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
、国
営
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
ダ
ム
の
設
計
・

施
工
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
。

目
谷
ダ
ム
は
、
日
本
海
に
注
ぐ
一
級
河

川
江
の
川
水
系
馬
洗
川
支
流
黒
渕
川
に
建

設
さ
れ
た
総
貯
水
量
一
、三
〇
八
千
㎥
、

有
効
貯
水
量
一
、一
八
六
千
㎥
の
中
心
遮

水
ゾ
ー
ン
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ
る
。

堤
高
四
九
・
七
m
、
堤
長
二
五
〇
m
で
、

灌
漑
期
に
は
最
大
〇
・
二
六
六
㎥
/s
（
第

二
回
変
更
計
画
）
の
農
業
用
水
を
供
給
す

る
。
昭
和
五
十
六
年
二
月
か
ら
同
六
十
年

十
月
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、
工
事
費
は
約

五
七
億
円
で
あ
る
。
基
礎
地
盤
は
花
崗
岩

を
主
体
と
し
た
比
較
的
堅
固
な
岩
盤
で

あ
っ
た
が
、
ダ
ム
敷
右
岸
中
腹
部
に
は
広

範
囲
に
透
水
係
数
が
大
き
い
個
所
が
認
め

ら
れ
、
ま
た
貫
入
岩
が
池
敷
に
通
じ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
漏
水
等
の
懸
念

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
完
成
後
の
管
理

に
万
全
を
期
す
た
め
に
基
礎
岩
盤
内
に
カ

ル
バ
ー
ト
形
式
の
監
査
廊
が
設
置
さ
れ
た
。

堤
体
施
工
に
お
い
て
は
、
当
初
ゾ
ー
ン
Ⅰ

の
盛
立
材
料
と
し
て
風
化
花
崗
岩
の
マ
サ

土
と
崖
錐
（
二
次
堆
積
物
）
の
混
合
材
を

予
定
し
て
い
た
が
、崖
錐
の
賦
存
量
が
少
な
く
、ま
た
ゾ
ー

ン
Ⅱ
用
の
マ
サ
土
は
所
定
の
透
水
係
数
が
確
保
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
全
体
の
土
量
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め

に
ゾ
ー
ン
Ⅰ
用
の
マ
サ
土
（
細
粒
）
と
ゾ
ー
ン
Ⅱ
用
の
マ

サ
土
（
粗
粒
）
の
混
合
材
を
両
ゾ
ー
ン
に
使
用
す
る
こ
と

と
し
、
実
質
的
に
コ
ア
ゾ
ー
ン
が
ゾ
ー
ン
Ⅱ
に
ま
で
拡
が

る
結
果
と
な
っ
た
。

京
丸
ダ
ム
は
、
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
一
級
河
川
芦
田
川
水

系
京
丸
川
に
建
設
さ
れ
た
総
貯
水
量
四
九
九
千
㎥
、
有
効

貯
水
量
四
三
二
千
㎥
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
あ

る
。
堤
高
二
五
・
五
m
、
堤
長
一
一
七
m
で
、
灌
漑
期
に

は
最
大
〇
・
〇
九
九
㎥
/
s
（
第
二
回
変
更
計
画
）
の
農京丸ダム堤体施工状況

目谷ダム築堤状況
出典：「広島中部台地　開拓の歩み」中国四国農政局広島中部台地開拓建設事業所（平成 9年10月）
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業
用
水
を
供
給
す
る
。
平
成
五
年
八
月
か
ら
平
成
八
年
五

月
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、
工
事
費
は
約
二
三
億
円
で
あ
る
。

基
礎
地
盤
は
花
崗
斑
岩
に
よ
る
良
好
な
地
質
構
成
と
判
断

さ
れ
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
と
の
概
算
工
事
費
比
較
に
よ

り
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
が
採
用
さ
れ
た
。
堤
体
施

工
に
あ
た
っ
て
は
、
①
現
場
河
床
部
が
比
較
的
広
く
、
②

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
期
が
一
年
程
度
、
③
転
流
工
の
設

計
対
象
流
量
が
一
九
・
〇
㎥
/
s
と
小
さ
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
施
工
が
速
く
容
易
な
半
川
締
切
工
法
が
と
ら
れ
た
。

ま
た
、堤
体
積
が
約
二
万
㎥
と
小
さ
い
た
め
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
は
堤
体
上
流
側
に
設
置
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン

一
五
〇
t
級
（
四
・
五
t
吊
）
で
行
わ
れ
た
。

夢
を
支
え
る
人
々
〜
土
地
改
良
施
設
管
理

国
営
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
土
地
改
良
施
設
は
、
二

基
の
ダ
ム
以
外
に
も
幹
支
線
水
路
七
一
㎞
、
揚
水
機
場
六

か
所
、
幹
支
線
道
路
三
四
・
八
㎞
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
ダ

ム
や
幹
線
水
路
等
の
主
要
土
地
改
良
施
設
は
、
平
成
十
年

四
月
に
中
国
四
国
農
政
局
と
地
元
関
係
旧
五
町
（
現
在
は

合
併
に
よ
り
三
原
市
と
世
羅
町
）
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

管
理
委
託
協
定
に
基
づ
き
関
係
市
町
に
管
理
委
託
さ
れ
て

お
り
、
支
線
水
路
や
道
路
等
残
り
の
施
設
は
関
係
市
町
に

譲
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
係
市
町
の
一
部
事
務
組
合
と

し
て
設
立
さ
れ
た
広
島
中
部
台
地
土
地
改
良
施
設
管
理
組

合
（
管
理
者
：
世
羅
町
長
）
が
、
譲
与
施
設
を
含
め
て
操

作
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
農
業
用
水
施
設
に
係
る
管
理
費

に
つ
い
て
は
、
開
発
農
地
の
受
益
農
家
及
び
市
町
に
よ
る

負
担
金
の
ほ
か
、
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
等
の
対
象
と

し
て
国
及
び
広
島
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

6次産業化を代表する「せらワイナリー」

ハウスが立ち並ぶ国営開発農地（百貫山団地）

花観光・果樹観光の適期を知らせる「せら高原カレンダー」
（世羅町観光協会パンフレットより）

国
営
事
業
完
了
か
ら
二
四
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ら
造
成

施
設
の
維
持
・
更
新
は
施
設
管
理
組
合
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
施
設
管
理
組
合
で
は
国
に
よ
る
機
能
保
全

計
画
策
定
事
業
を
活
用
し
て
計
画
的
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
日
常
点
検
の
確
実
な

実
施
と
併
せ
て
、
適
切
な
施
設
の
保
全
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

さ
ら
な
る
夢
の
展
開
へ
〜
若
い
力
、新
し
い
力

前
述
の
と
お
り
、
国
営
事
業
完
了
時
点
で
は
一
部
開
発

農
地
へ
の
入
植
が
見
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
で

は
未
利
用
農
地
や
遊
休
施
設
は
解
消
さ
れ
、
む
し
ろ
新
た

に
入
植
を
希
望
す
る
経
営
体
か
ら
ど
こ
か
に
農
地
は
な
い

か
と
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

現
地
を
訪
れ
る
と
、
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
果
樹
や

花
卉
に
加
え
て
、
株
式
会
社
に
よ
る
水
耕
レ
タ
ス
や
ト
マ

ト
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
が
造
成
農
地
一
面
に
立
ち
並
ぶ
風
景

が
目
に
留
ま
る
。
実
は
、
国
営
事
業
当
初
に
参
加
し
た
農

家
の
多
く
は
ほ
と
ん
ど
リ
タ
イ
ア
し
、
現
在
営
農
す
る
の

は
、
当
初
の
法
人
経
営
者
が
交
代
し
た
、
あ
る
い
は
新
た

に
参
入
し
た
経
営
体
で
あ
る
と
い
う
。
も
と
も
と
法
人
経

営
が
基
本
で
あ
っ
た
た
め
、
経
営
者
の
交
代
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
ま
と
ま
っ
た
農
地
に
安
定
し
た

水
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
経
営
体
の
新
陳
代
謝
を

促
進
し
た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
、
本
地

区
の
開
発
農
地
に
お
い
て
は
後
継
者
の
心
配
は
な
い
と
い

う
。平

成
二
十
二
年
十
一
月
に
尾
道
自
動
車
道
世
羅
I
C
〜

尾
道
J
C
T
が
開
通
し
、
広

島
市
及
び
岡
山
市
の
双
方
か

ら
車
で
約
九
〇
分
、
広
島
空

港
か
ら
も
車
で
約
四
〇
分
と

い
う
地
の
利
も
世
羅
台
地
に

は
あ
る
。
世
羅
I
C
そ
ば
で

は
現
在
米
国
大
手
マ
リ
オ
ッ

ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
ホ
テ
ル
が
令
和
五
年
初
め

の
開
業
を
目
指
し
て
建
設
が

進
め
ら
れ
、
地
元
も
こ
れ
を

新
た
な
商
機
と
期
待
し
て
、

地
元
グ
ル
メ
開
発
な
ど
さ
ら

な
る
努
力
を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
の
も
そ
う

遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

•
令
和
二
〔
二
〇
二
〇
〕
年
広
島
県

観
光
客
数
の
動
向
（
一
社
）
広
島

県
観
光
連
盟

令
和
三
年
七
月

•
広
島
中
部
台
地
事
業
誌

中
国
四

国
農
政
局
広
島
中
部
台
地
開
拓
建

設
事
業
所

平
成
十
年
三
月

•
土
地
改
良
ダ
ム
総
覧
（
一
社
）
土

地
改
良
建
設
協
会

平
成
三
十
年

十
月

•
季
刊
ひ
ろ
し
ま
の
土
地
改
良
第

二
五
七
号

広
島
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会

令
和
元
年
七
月

•
中
国
新
聞
デ
ジ
タ
ル

令
和
四
年

二
月
五
日
付

ダ
ム
が
支
え
る
世
羅
台
地
の
農
業
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

（
話
し
手
）

広
島
中
部
台
地

土
地
改
良
施
設
管
理
組
合

農
業
施
設
課
長

山
口

広
規

│
│
中
山
間
地
域
で
大
規
模
畑
作
を
協
業
方

式
で
取
り
組
む
発
想
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た

の
で
す
か
。

広
島
県
の
食
料
供
給
基
地
を
目
指
し
て
水

田
農
業
か
ら
畑
作
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
に

は
あ
る
程
度
の
規
模
が
必
要
と
い
う
行
政
や

農
家
の
リ
ー
ダ
ー
達
の
考
え
に
、
県
の
後
押

し
も
あ
り
ま
し
た
。
個
人
で
大
規
模
経
営
は

無
理
と
い
う
こ
と
で
協
業
方
式
が
採
ら
れ
ま

し
た
。
最
初
は
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
ま
と
め
た
当
時
の
町
長
ら
先
見
の
明

を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
こ
と
が
今
に
繋

が
る
一
番
の
要
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
開
発
農
地
の
未
利
用
は
ど
の
よ
う
に
解

消
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

世
羅
は
気
候
が
よ
く
、
ダ
ム
も
あ
る
の
で
、

地
区
外
か
ら
入
植
者
を
募
集
し
た
ら
意
欲
の

あ
る
人
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
企
業

が
参
加
す
る
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
農
地
が

足
り
な
い
く
ら
い
で
、
今
思
う
と
も
う
少
し

農
地
を
開
い
て
お
け
ば
と
も
思
い
ま
す（
笑
）。

│
│
国
営
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

何
か
あ
る
と
国
や
県
と
顔
を
突
き
合
わ
せ

て
相
談
し
て
、
知
恵
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
国
営
事
業
所
か
ら
は
知
恵
だ
け
で

な
く
、
勇
気
づ
け
、
活
気
づ
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。

│
│
何
が
観
光
農
業
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

当
初
は
果
樹
で
し
た
が
、
大
面
積
に
花
を

植
え
れ
ば
年
中
人
に
来
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
、
そ
う
す
れ
ば
果
樹
や
野
菜
の
直
販

も
で
き
る
、
と
い
う
発
想
で
し
た
。
い
く
つ

か
の
団
地
で
違
う
季
節
の
花
を
植
え
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
周
年
で
観
光
客
を
呼
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
人
の
発

想
を
取
り
入
れ
て
、
町
を
挙
げ
た
観
光
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

│
│
地
域
農
業
の
今
後
の
課
題
も
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

作
物
の
鳥
獣
害
が
深
刻
で
す
。
国
営
で
造

成
し
た
土
地
改
良
施
設
は
機
能
保
全
事
業
で

計
画
的
に
管
理
・
更
新
し
て
い
ま
す
が
、
エ

ン
ド
レ
ス
で
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
対
策
も
今
後

の
課
題
で
す
。

（
令
和
四
年
三
月

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
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業
用
水
を
供
給
す
る
。
平
成
五
年
八
月
か
ら
平
成
八
年
五

月
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、
工
事
費
は
約
二
三
億
円
で
あ
る
。

基
礎
地
盤
は
花
崗
斑
岩
に
よ
る
良
好
な
地
質
構
成
と
判
断

さ
れ
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
と
の
概
算
工
事
費
比
較
に
よ

り
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
が
採
用
さ
れ
た
。
堤
体
施

工
に
あ
た
っ
て
は
、
①
現
場
河
床
部
が
比
較
的
広
く
、
②

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
期
が
一
年
程
度
、
③
転
流
工
の
設

計
対
象
流
量
が
一
九
・
〇
㎥
/
s
と
小
さ
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
施
工
が
速
く
容
易
な
半
川
締
切
工
法
が
と
ら
れ
た
。

ま
た
、堤
体
積
が
約
二
万
㎥
と
小
さ
い
た
め
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
は
堤
体
上
流
側
に
設
置
し
た
ク
ロ
ー
ラ
ク
レ
ー
ン

一
五
〇
t
級
（
四
・
五
t
吊
）
で
行
わ
れ
た
。

夢
を
支
え
る
人
々
〜
土
地
改
良
施
設
管
理

国
営
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
土
地
改
良
施
設
は
、
二

基
の
ダ
ム
以
外
に
も
幹
支
線
水
路
七
一
㎞
、
揚
水
機
場
六

か
所
、
幹
支
線
道
路
三
四
・
八
㎞
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
ダ

ム
や
幹
線
水
路
等
の
主
要
土
地
改
良
施
設
は
、
平
成
十
年

四
月
に
中
国
四
国
農
政
局
と
地
元
関
係
旧
五
町
（
現
在
は

合
併
に
よ
り
三
原
市
と
世
羅
町
）
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た

管
理
委
託
協
定
に
基
づ
き
関
係
市
町
に
管
理
委
託
さ
れ
て

お
り
、
支
線
水
路
や
道
路
等
残
り
の
施
設
は
関
係
市
町
に

譲
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
関
係
市
町
の
一
部
事
務
組
合
と

し
て
設
立
さ
れ
た
広
島
中
部
台
地
土
地
改
良
施
設
管
理
組

合
（
管
理
者
：
世
羅
町
長
）
が
、
譲
与
施
設
を
含
め
て
操

作
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
農
業
用
水
施
設
に
係
る
管
理
費

に
つ
い
て
は
、
開
発
農
地
の
受
益
農
家
及
び
市
町
に
よ
る

負
担
金
の
ほ
か
、
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
等
の
対
象
と

し
て
国
及
び
広
島
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
。

6次産業化を代表する「せらワイナリー」

ハウスが立ち並ぶ国営開発農地（百貫山団地）

花観光・果樹観光の適期を知らせる「せら高原カレンダー」
（世羅町観光協会パンフレットより）

国
営
事
業
完
了
か
ら
二
四
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ら
造
成

施
設
の
維
持
・
更
新
は
施
設
管
理
組
合
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
施
設
管
理
組
合
で
は
国
に
よ
る
機
能
保
全

計
画
策
定
事
業
を
活
用
し
て
計
画
的
に
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
日
常
点
検
の
確
実
な

実
施
と
併
せ
て
、
適
切
な
施
設
の
保
全
管
理
を
行
っ
て
い

る
。

さ
ら
な
る
夢
の
展
開
へ
〜
若
い
力
、新
し
い
力

前
述
の
と
お
り
、
国
営
事
業
完
了
時
点
で
は
一
部
開
発

農
地
へ
の
入
植
が
見
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
で

は
未
利
用
農
地
や
遊
休
施
設
は
解
消
さ
れ
、
む
し
ろ
新
た

に
入
植
を
希
望
す
る
経
営
体
か
ら
ど
こ
か
に
農
地
は
な
い

か
と
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

現
地
を
訪
れ
る
と
、
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
果
樹
や

花
卉
に
加
え
て
、
株
式
会
社
に
よ
る
水
耕
レ
タ
ス
や
ト
マ

ト
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
が
造
成
農
地
一
面
に
立
ち
並
ぶ
風
景

が
目
に
留
ま
る
。
実
は
、
国
営
事
業
当
初
に
参
加
し
た
農

家
の
多
く
は
ほ
と
ん
ど
リ
タ
イ
ア
し
、
現
在
営
農
す
る
の

は
、
当
初
の
法
人
経
営
者
が
交
代
し
た
、
あ
る
い
は
新
た

に
参
入
し
た
経
営
体
で
あ
る
と
い
う
。
も
と
も
と
法
人
経

営
が
基
本
で
あ
っ
た
た
め
、
経
営
者
の
交
代
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
ま
と
ま
っ
た
農
地
に
安
定
し
た

水
源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
経
営
体
の
新
陳
代
謝
を

促
進
し
た
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
、
本
地

区
の
開
発
農
地
に
お
い
て
は
後
継
者
の
心
配
は
な
い
と
い

う
。平

成
二
十
二
年
十
一
月
に
尾
道
自
動
車
道
世
羅
I
C
〜

尾
道
J
C
T
が
開
通
し
、
広

島
市
及
び
岡
山
市
の
双
方
か

ら
車
で
約
九
〇
分
、
広
島
空

港
か
ら
も
車
で
約
四
〇
分
と

い
う
地
の
利
も
世
羅
台
地
に

は
あ
る
。
世
羅
I
C
そ
ば
で

は
現
在
米
国
大
手
マ
リ
オ
ッ

ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

の
ホ
テ
ル
が
令
和
五
年
初
め

の
開
業
を
目
指
し
て
建
設
が

進
め
ら
れ
、
地
元
も
こ
れ
を

新
た
な
商
機
と
期
待
し
て
、

地
元
グ
ル
メ
開
発
な
ど
さ
ら

な
る
努
力
を
進
め
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
賑

わ
い
を
取
り
戻
す
の
も
そ
う

遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
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献
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•
令
和
二
〔
二
〇
二
〇
〕
年
広
島
県

観
光
客
数
の
動
向
（
一
社
）
広
島

県
観
光
連
盟

令
和
三
年
七
月

•
広
島
中
部
台
地
事
業
誌

中
国
四

国
農
政
局
広
島
中
部
台
地
開
拓
建

設
事
業
所

平
成
十
年
三
月

•
土
地
改
良
ダ
ム
総
覧
（
一
社
）
土

地
改
良
建
設
協
会

平
成
三
十
年

十
月

•
季
刊
ひ
ろ
し
ま
の
土
地
改
良
第

二
五
七
号

広
島
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会

令
和
元
年
七
月

•
中
国
新
聞
デ
ジ
タ
ル

令
和
四
年

二
月
五
日
付

ダ
ム
が
支
え
る
世
羅
台
地
の
農
業
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

（
話
し
手
）

広
島
中
部
台
地

土
地
改
良
施
設
管
理
組
合

農
業
施
設
課
長

山
口

広
規

│
│
中
山
間
地
域
で
大
規
模
畑
作
を
協
業
方

式
で
取
り
組
む
発
想
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た

の
で
す
か
。

広
島
県
の
食
料
供
給
基
地
を
目
指
し
て
水

田
農
業
か
ら
畑
作
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
に

は
あ
る
程
度
の
規
模
が
必
要
と
い
う
行
政
や

農
家
の
リ
ー
ダ
ー
達
の
考
え
に
、
県
の
後
押

し
も
あ
り
ま
し
た
。
個
人
で
大
規
模
経
営
は

無
理
と
い
う
こ
と
で
協
業
方
式
が
採
ら
れ
ま

し
た
。
最
初
は
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
ま
と
め
た
当
時
の
町
長
ら
先
見
の
明

を
持
っ
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
こ
と
が
今
に
繋

が
る
一
番
の
要
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
開
発
農
地
の
未
利
用
は
ど
の
よ
う
に
解

消
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

世
羅
は
気
候
が
よ
く
、
ダ
ム
も
あ
る
の
で
、

地
区
外
か
ら
入
植
者
を
募
集
し
た
ら
意
欲
の

あ
る
人
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
企
業

が
参
加
す
る
時
代
に
な
っ
て
か
ら
は
農
地
が

足
り
な
い
く
ら
い
で
、
今
思
う
と
も
う
少
し

農
地
を
開
い
て
お
け
ば
と
も
思
い
ま
す（
笑
）。

│
│
国
営
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
い
ろ

い
ろ
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

何
か
あ
る
と
国
や
県
と
顔
を
突
き
合
わ
せ

て
相
談
し
て
、
知
恵
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
国
営
事
業
所
か
ら
は
知
恵
だ
け
で

な
く
、
勇
気
づ
け
、
活
気
づ
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。

│
│
何
が
観
光
農
業
を
目
指
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

当
初
は
果
樹
で
し
た
が
、
大
面
積
に
花
を

植
え
れ
ば
年
中
人
に
来
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
、
そ
う
す
れ
ば
果
樹
や
野
菜
の
直
販

も
で
き
る
、
と
い
う
発
想
で
し
た
。
い
く
つ

か
の
団
地
で
違
う
季
節
の
花
を
植
え
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
周
年
で
観
光
客
を
呼
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
人
の
発

想
を
取
り
入
れ
て
、
町
を
挙
げ
た
観
光
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

│
│
地
域
農
業
の
今
後
の
課
題
も
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

作
物
の
鳥
獣
害
が
深
刻
で
す
。
国
営
で
造

成
し
た
土
地
改
良
施
設
は
機
能
保
全
事
業
で

計
画
的
に
管
理
・
更
新
し
て
い
ま
す
が
、
エ

ン
ド
レ
ス
で
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
対
策
も
今
後

の
課
題
で
す
。

（
令
和
四
年
三
月

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
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